










学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目   運動に対する感覚フィードバックの随伴性エラー処理：機能的 MRI研究                                  
                                               
 
  東北大学大学院医学系研究科 医科学 専攻 
 神経・感覚器病態学 講座 精神神経学 分野 







































のいずれかにそれぞれ割り当てられること、そして 2 つの説明に基づく脳領域から構成されることを、2 つの
説明を直接比較することによって示した初めての研究である。 
本知見を踏まえ、2つの説明がそれぞれ異なる統合失調症の病態を示唆することと併せて考えると、統合失
調症の患者には 2 つの説明に基づく機能異常が併存しうることが想定される。このことは、統合失調症におけ
る患者ごとの症状の不均一性を説明する可能性を秘める。統合失調症を、単一疾患ではなく、連続体モデルに
したがって、不均一な症状をもつ症候群として位置づける立場に立てば、症状を詳細に評価するための症状の
不均一性を調べることは重要であると考えられる。そのために機能画像による評価が一助として位置づけられ
るかもしれない。 
